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　宗像大社の三
女神がそろうみ
あれ祭。大島の
中津宮から神湊
まで漁船が勇壮
な海上絵巻を繰
り広げる海上神
幸と、神湊から
辺津宮までを神
輿行列で練り歩
く陸上神幸か
ら成る祭です。
　今年は、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の
世界遺産登録を記念し、未来を担う子どもたちに伝統
文化の担い手として、また、郷土への誇りを持っても
らうため、陸上神幸に参加する小学生を募集します。
当日は、稚児装束を着て行列に参加します。
＊玄海小と玄海東小の児童は、学校単位で参加のため
応募不要

●日時　10月１日（日）9：00～13：00　＊準備を含む
●参加区間　神湊と辺津宮　間の一部
●対象　９月10日（日）午前中に海の道むなかた館で
開催する事前説明会に参加できる市内の小学５、６
年生　＊説明会の詳細は後日通知

●定員　抽選で20人　●参加料　無料
●申込締切日　８月17日（木）
●申込方法
　右図参照

■問い合わせ先　郷土文化課　☎（62）2600

「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
世界遺産登録記念

みあれ祭陸上神幸
子ども参加者募集

　
合
併
特
例
債
は
、
国
が
合

併
を
認
め
た
市
町
村
に
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
た
め

に
発
行
を
認
め
る
地
方
債
で

す
。
対
象
は
、
合
併
時
に
策

定
し
た
市
町
村
建
設
計
画
に

基
づ
く
事
業
や
、
地
域
振
興

に
必
要
な
基
金
の
積
み
立
て

に
限
ら
れ
ま
す
。
発
行
限
度

額
は
、
合
併
す
る
市
町
村
の

数
や
人
口
な
ど
で

決
ま
り
ま
す
。
一

番
の
魅
力
は
、
元

利
償
還
金
の
70
％

を
国
が
後
か
ら
交

付
税
で
補
て
ん
し

て
く
れ
る
こ
と
で

す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま

で
51
事
業
に
合
併

特
例
債
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
平
成

15
（
２
０
０
３
）

年
度
～
同
28
（
16
）
年
度
ま

で
に
計
上
さ
れ
た
事
業
費
の

総
額
は
２
７
６
億
４
７
２
３

万
円
で
す
。
発
行
限
度
額 

２
２
１
億
９
７
０
０
万
円
に

対
し
、
１
９
０
億
３
６
５
０

万
円
を
発
行
済
み
で
す
。

（
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会

    

現
代
部
会
長
・
中
原
剛
）

学びの里・お知らせ

合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額　
　
　
　

　
　
　

事
業
２
２
１
億
９
７
０
０
万
円

　
　
　
　

基
金
37
億
２
５
０
万
円　
　
　
　

陸上神幸子ども
参加者申込み

①児童の名前（ふりがなも）

②郵便番号
③住所
④電話番号
⑤小学校名・学年
⑥性別
⑦身長と体重
　（稚児装束のサイズで使用）

●往信 表面 ●返信 裏面

宗
像
市
深
田
５
８
８

海
の
道
む
な
か
た
館
行

8 1 1 3 5 0 4

何も書かないで

ください

●返信 表面 ●往信 裏面

申込者の
郵便番号、

住所、氏名を
明記

62

62

稚児装束を着て練り歩きます
（陸上神幸の様子）

電波時計塔の除幕をした関係者

　
世
界
遺
産
登
録
活
動
は
、

「
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
平

成
14
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
関
連
遺
産
群
の

文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
つ
か
ら
関
連
遺
産
群

を
付
け
て
登
録
活
動
が
始

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
19
年
に
世
界
遺
産
登

録
さ
れ
た
「
石
見
銀
山
と
そ

の
文
化
的
景
観
」
は
、当
初
、

鉱
山
遺
跡
の
み
で
の
登
録
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
鉱
石
を
運
ぶ
道
と
、

船
へ
積
み
込
む
た
め
の
港
を

構
成
資
産
に
加
え
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
に
は
、
鉱
山

で
採
掘
さ
れ
た
鉱
石
を
運
搬

し
、
海
外
へ
輸
出
す
る
一
連

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
求
め
ら
れ

中
津
宮
、
辺
津
宮
、
沖
津
宮

遙
拝
所
を
構
成
資
産
に
入
れ

て
、
宗
像
氏
と
一
連
の
信
仰

に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
、

平
成
18
年
か
ら
「『
神
宿
る

島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
と
改
め
ま
し
た
。

　
本
遺
産
群
と
同

様
に
イ
コ
モ
ス
勧

告
で
一
部
の
資
産

が
除
外
さ
れ
た
遺

産
と
し
て
は
、
平

成
23
年
に
登
録
さ

れ
た
「
平
泉
仏
国

土
（
浄
土
）
を
表

す
建
築
庭
園
及
び

考
古
遺
跡
群
」
が

あ
り
ま
す
。
浄
土

思
想
を
表
す
庭
園

や
中
尊
寺
金
色
堂

だ
け
で
な
く
、
藤

記
載
と
除
外
の
は
ざ
ま
で

第102回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

た
か
ら
で
す
。

　
本
遺
産
群
は
、
沖
ノ
島
で

の
古
代
の
祭
祀
（
さ
い
し
）

を
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
行

い
、
そ
の
信
仰
が
ど
う
広

が
っ
た
の
か
、
沖
ノ
島
に
加

え
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
や

藤原三代が営んだ骨寺村荘園

原
三
代
が
営
ん
だ
荘
園
（
骨

寺
村
荘
園
）
や
政
治
を
司
っ

た
遺
跡
（
柳
之
御
所
遺
跡
）

を
含
め
登
録
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
浄
土
思
想
と
こ

れ
ら
は
関
係
が
な
い
と
し
て

除
外
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
、

追
加
登
録
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
記
事
が
み
な
さ
ん
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
世
界
遺
産

委
員
会
で
の
審
査
結
果
が
で

て
い
ま
す
。
同
委
員
会
で
、

沖
ノ
島
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
、
信
仰
の
遺
産
と
し
て

の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
９
４
５
６

第76回第76回第76回第76回
平
成
の
大
合
併 

九
州
第
１
号

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

　
新
しい
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

〜「
新
修
宗
像
市
史
」現
代
部
会
か
ら
〜

　

現
代
部
会
は
、
主
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
８
月
15
日
以
降
の
宗
像
地
域
の
教
育
環
境
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
取
材
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
「
宗
像
市
」
は
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
４
月
１
日
に
「
平
成
の
大
合
併
」

の
九
州
第
１
号
と
し
て
宗
像
市
と
玄
海
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
同
17
（
05
）

年
３
月
28
日
に
は
大
島
村
を
編
入
合
併
し
ま
し
た
。
合
併
の
最
大
の
効
果
と
言

わ
れ
る
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
市
の
代
表
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
「
Ｊ
Ｒ
赤

間
駅
北
口
整
備
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎（
62
）２
６
０
０

　
合
併
当
初
の
人
口
は
約
９

万
３
０
０
０
人
（
今
年
６
月

末
日
現
在
は
９
万
６
９
２
０

人
）
で
す
。
宗
像
大
社
や
鎮

国
寺
な
ど
歴
史
的
な
シ
ン
ボ

ル
は
県
内
外
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の

顔
と
な
る
玄
関
口
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市

の
中
心
拠
点
化
を
目
指
し
て

宗
像
の「
新
玄
関
口
」完
成　
　
　
　

　
　

Ｊ
Ｒ
赤
間
駅
北
口
整
備
事
業

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
７

月
に
着
工
し
ま
し
た
。
完
成

は
同
24
（
12
）
年
２
月
で
す
。

　
事
業
費
は
58
億
９
８
９
７ 

万
円
で
し
た
。
平
成
19 

（
２
０
０
７
）
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
が
２
７
９
億

２
９
２
８
万
円
で
し
た
か

ら
、
い
か
に
大
き
な
事
業

だ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
事
業
費
の
う
ち
、
41
億 

７
２
７
０
万
円
を
合
併
特

例
債
で
賄
い
、
市
の
負
担

は
約
１
億
５
５
８
５
万
円

で
済
み
ま
し
た
。
残
額
は

国
か
ら
の
補
助
金
で
す
。

市
が
事
業
費
を
全
額
負
担

す
れ
ば
、
財
政
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
合

併
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の

大
事
業
が
可
能
に
な
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
事
業
の
対
象
地
域
は
、
赤

間
駅
前
北
口
を
中
心
に
東

西
約
４
０
０
㍍
、
南
北
約 

１
０
０
㍍
内
の
約
３
・
６
㌶

で
す
。
そ
れ
ま
で
の
赤
間
駅

前
北
口
は
、
古
く
な
っ
た
木

造
住
宅
と
空
き
店
舗
が
密
集

し
、
商
業
地
と
し
て
の
機
能

が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
駅
を
挟
ん
で
南
北
に
大

型
商
業
施
設
が
あ
り
、
店
舗

経
営
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
主
な
も
の

は
、
▽
赤
間
駅
北
口
駅
前
広

場
５
０
０
０
平
方
㍍
（
バ
ス

停
３
カ
所
、
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
２
カ
所
な
ど
）
▽
街
区
公

園
２
カ
所
計
１
０
８
０
平
方

㍍
▽
総
延
長
約
１
㌔
の
道
路

（
幅
４
～
９
㍍
）
な
ど
で
す
。

同
時
に
駅
舎
と
北
口
駅
前
・

南
口
駅
前
の
両
広
場
を
結
ぶ

自
由
通
路
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
な
ど
も
完
成
し
、
名
実

と
も
に
宗
像
の「
新
玄
関
口
」

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
頃
の
赤
間
駅


